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1. 平成27年3月期第2四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年9月30日） 

（注）26年３月期第２四半期については、会計方針の変更に伴い遡及適用したため、対前年同四半期増減率を記載しておりません。 

(2) 連結財政状態 

（注）26年３月期については、会計方針の変更に伴う遡及適用後の数値を記載しております。  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第2四半期 20,389 0.5 1,873 △10.2 1,887 △13.4 1,012 △4.5
26年3月期第2四半期 20,282 ― 2,086 ― 2,178 ― 1,060 ―

（注）包括利益 27年3月期第2四半期 1,011百万円 （△6.5％） 26年3月期第2四半期 1,082百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第2四半期 47.35 ―
26年3月期第2四半期 49.91 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第2四半期 25,308 16,473 61.0 721.14
26年3月期 25,505 15,636 57.5 686.05
（参考）自己資本 27年3月期第2四半期 15,450百万円 26年3月期 14,653百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 12.00 ― 13.00 25.00
27年3月期 ― 13.00
27年3月期（予想） ― 13.00 26.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
対前期増減率は、会計方針の変更に伴う遡及適用後の数値を記載しております。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 43,000 2.0 4,380 0.7 4,420 △0.7 2,020 1.8 94.57



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料３ページ「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

（注）日本トラスティ・サービス信託銀行(株)（信託口）が所有する当社株式（27年３月期２Q 448,300株、26年３月期 514,000株）を、期末自己株式数に含め
ております。また、日本トラスティ・サービス信託銀行(株)（信託口）が保有する当社株式を、期中平均株式数（四半期累計）の計算において控除する自己
株式（27年３月期２Q 448,300株、26年３月期２Q 588,000株）に含めております。 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。 
 また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につい
ては、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。 
 
（四半期決算補足説明資料の入手方法について） 
 四半期決算補足説明資料は、本日より当社ホームページに掲載する予定です。 

※ 注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期2Q 21,873,024 株 26年3月期 21,873,024 株
② 期末自己株式数 27年3月期2Q 448,780 株 26年3月期 514,388 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期2Q 21,389,342 株 26年3月期2Q 21,243,863 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

 第１四半期連結会計期間より、「従業員インセンティブ付与型ESOP」として導入している信託型の従業員持株インセ

ンティブ・プランにおける会計処理について会計方針の変更を行っており、遡及適用後の数値で前期及び前年同四半期

比較を行っております。

 

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、設備投資の増加や雇用情勢の改善が見られたものの、円安

の影響による原材料価格の上昇や、消費税増税後の実質所得低下により個人消費が伸び悩むなど、依然として先行

き不透明な状況が続いております。

当教育サービス業界におきましては、学齢人口の減少が続き、業務提携やＭ＆Ａなどによる業界再編が急速に進

んでおります。同時に、タブレット端末等を用いた学習など、場所や世代を問わず様々な形で学ぶことができる機

会が増え、学ぶ内容も多様になり、教育サービスの市場は広がりを見せております。

このような状況のもと、日本初の民間総合教育サービス企業を目指す当社グループは、広がりを見せる新たな教

育サービスに対しても積極的に取り組み、学習塾・語学教室で培ってきたリソースを活かし「４つのボーダーレ

ス」を成長戦略に掲げ、事業を展開しております。具体的には、①垂直（顧客層のボーダーレス：幼児からシニア

まで生涯にわたって提供する教育サービス）、②水平（事業領域のボーダーレス：「学び」を広くとらえた多様な

学習支援サービス）、③グローバル（事業エリアのボーダーレス：海外における教育サービスの展開）、④公教育

（教育における官民のボーダーレス：民間教育ノウハウの提供による公教育支援）の４つのボーダーを超える事業

展開を進めております。 

当第２四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は20,389百万円（前年同期比0.5％増）とな

りました。利益面では、営業利益は1,873百万円（同10.2％減）、経常利益は1,887百万円（同13.4％減）、四半期

純利益は1,012百万円（同4.5％減）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

〔教育事業〕

学習塾部門（学習塾「栄光ゼミナール」等）におきましては、当第２四半期連結累計期間には、２校を統廃

合、４校を新設し、教室数は437校になりました。期中平均生徒数は、前年同期には届かなかったものの第１四

半期連結会計期間より改善し、65,643名（前年同期比4.1％減）となりました。

語学教育部門（語学教室「シェーン英会話」等）におきましては、既存校の充実を図るとともに、３校を統廃

合し、新たに４校を開設したことから、期中平均生徒数は20,778名（同3.8％増）と順調に生徒数が伸長し、教

室数は188校（フランチャイズ教室52校を含む）となりました。そのほか、留学関連ビジネスが好調だったこと

もあり、部門損益を増収・増益とすることができました。

また、当第２四半期連結累計期間には、４つのボーダーレスの１つ「垂直」の事業展開として、㈱エー・アン

ド・アイが、６月１日付で㈱アイ・シー・イー綜合教育研究所及びアイ・シー・イー㈱の幼児教育等の事業を吸

収分割し、低年齢の顧客層が拡大しました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の教育事業の業績は、売上高は16,836百万円（同0.6％増）、セグ

メント利益は2,479百万円（同9.4％減）となりました。

 

〔教育ソリューション事業〕 

教育ソリューション事業（学校、学習塾等の教育機関に対する総合支援事業）におきましては、学習塾用教

材・テストの販売で消費税増税前の駆け込み需要の反動があったものの、学習サポート関連の事業が好調だった

ことなどから、売上高は概ね前年並みに推移し2,831百万円（前年同期比1.8％減）となりました。一方、セグメ

ント利益は、一層のコスト削減に努め294百万円（同5.7％増）と伸長しました。

また、当第２四半期連結累計期間には、徹底したコスト管理を行いつつ、４つのボーダーレスの１つとして展

開している公教育支援や新商材の開発等にも注力し、中長期的な持続成長を目指した事業展開を図っておりま

す。

 

〔その他の事業〕 

その他の事業におきましては、印刷部門等が、教育事業及び教育ソリューション事業と連携して事業展開を図

っております。また、当第２四半期連結累計期間には、印刷部門が、配送等印刷の周辺業務の代行や提案などの

ビジネスサポートにも取り組むなど、新たなサービスの創出にも注力しました。

当第２四半期連結累計期間のその他の事業の業績は、売上高は721百万円（前年同期比9.5％増）、セグメント

利益は９百万円（同40.1％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

（資産の分析）

資産の額は、前連結会計年度末に比べ196百万円減少し、25,308百万円（前期末比0.8％減）となりました。こ

れは主に、季節的要因による売上債権の減少等によるものであります。

（負債の分析）

負債の額は、前連結会計年度末に比べ1,033百万円減少し、8,835百万円（同10.5％減）となりました。これは

主に、借入金の返済及び仕入債務の支払い等によるものであります。

（純資産の分析）

純資産の額は、前連結会計年度末に比べ836百万円増加し、16,473百万円（同5.3％増）となりました。これは

主に、四半期純利益の発生等によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

当第２四半期連結累計期間における業績は概ね計画どおりに推移しており、前回発表（平成26年５月14日付）の

業績予想に変更はありません。

なお、業績予想につきましては、当社が現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、さまざまな不確

定要素や今後の内外情勢の変化等により、実際の業績とは異なる場合があります。

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以

下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げ

られた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退

職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準に変更し、割引率の決定方法を残存勤務期間

に基づく割引率から、単一の加重平均割引率へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２

四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金

に加減しております。

 この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が189,967千円減少し、利益剰余金が

114,636千円、少数株主持分が7,626千円それぞれ増加しております。なお、当第２四半期連結累計期間の損益

に与える影響は軽微であります。

 

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱いの適用） 

 「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第30号 平

成25年12月25日）を第１四半期連結会計期間より適用し、当社から信託へ自己株式を処分した時点で処分差額

を認識し、信託から従業員持株会に売却された株式に係る売却差損益、信託が保有する株式に対する当社から

の配当金及び信託に関する諸費用の純額を資産または負債に計上する方法に変更しております。当該会計方針

の変更は遡及適用され、前年同四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四半期連結財務諸表及び連

結財務諸表となっております。

 この結果、遡及適用を行う前と比べて、前連結会計年度末において、資産の部では投資その他の資産のその

他（純額）が22,643千円減少、負債の部では固定負債の従業員持株会信託分配引当金が63,533千円減少、固定

負債のその他が194,205千円増加、純資産の部では、資本剰余金が84,417千円、利益剰余金が98,241千円、自己

株式が29,342千円それぞれ減少しております。なお、この遡及適用による前第２四半期連結累計期間の損益に

与える影響は軽微であります。
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（４）追加情報

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引） 

 当社は、従業員（連結子会社の従業員を含みます。以下同じ。）への福利厚生等を目的として、従業員持株会

に信託を通じて自社の株式を交付する取引を行っております。 

 

①取引の概要 

 当社は、従業員への福利厚生の拡充及び企業経営への参画意識を高めること等により、当社の企業価値の向上

を目的として「従業員インセンティブ付与型ESOP」（以下、「本制度」といいます。）を平成22年２月に導入し

ております。 

 本制度は、栄光従業員持株会（以下、「持株会」といいます。）の専用信託を設定し、金融機関より融資を受

け、信託設定後５年にわたり持株会が取得すると見込まれる相当数の当社株式を、当社からあらかじめ一括して

取得した後、毎月持株会に対して当該株式を売却いたします。 

 信託終了時に、信託残余財産がある場合、持株会会員に金銭で分配されますが、当社株式を取得するために行

った借入金が残っている場合、保証契約に基づき当社が弁済いたします。 

 

②信託に残存する自社の株式 

 信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度183,498千円、514,000株、当

第２四半期連結会計期間160,043千円、448,300株であります。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,739,750 4,163,646 

受取手形及び売掛金 2,907,727 1,246,234 

有価証券 70,849 59,588 

商品及び製品 1,149,651 941,502 

仕掛品 109,523 232,325 

原材料及び貯蔵品 84,872 99,170 

その他 1,684,400 1,823,115 

貸倒引当金 △5,882 △2,724 

流動資産合計 9,740,893 8,562,858 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,982,876 4,112,623 

土地 3,331,080 3,421,469 

その他（純額） 378,392 409,826 

有形固定資産合計 7,692,350 7,943,919 

無形固定資産    

のれん 846,590 1,026,436 

その他 1,400,247 1,295,219 

無形固定資産合計 2,246,838 2,321,656 

投資その他の資産    

敷金及び保証金 3,054,845 3,093,085 

その他（純額） 3,108,938 3,494,108 

貸倒引当金 △338,287 △106,883 

投資その他の資産合計 5,825,495 6,480,310 

固定資産合計 15,764,685 16,745,885 

資産合計 25,505,578 25,308,744 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成26年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,257,105 564,979 

短期借入金 1,207,860 508,701 

未払法人税等 352,559 723,844 

返品調整引当金 18,429 5,703 

賞与引当金 19,412 23,172 

その他 4,254,797 4,165,425 

流動負債合計 7,110,164 5,991,827 

固定負債    

長期借入金 186,770 671,488 

退職給付に係る負債 2,016,781 1,864,913 

その他 555,127 307,261 

固定負債合計 2,758,679 2,843,662 

負債合計 9,868,843 8,835,489 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,265,711 2,265,711 

資本剰余金 3,143,256 3,143,256 

利益剰余金 9,160,771 10,004,029 

自己株式 △183,749 △160,373 

株主資本合計 14,385,990 15,252,623 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 250,720 180,900 

為替換算調整勘定 16,493 16,527 

その他の包括利益累計額合計 267,214 197,428 

少数株主持分 983,529 1,023,202 

純資産合計 15,636,734 16,473,254 

負債純資産合計 25,505,578 25,308,744 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

売上高 20,282,678 20,389,137 

売上原価 13,549,367 13,673,990 

売上総利益 6,733,310 6,715,146 

販売費及び一般管理費    

広告宣伝費 1,013,198 1,094,095 

給料及び手当 1,410,780 1,464,591 

退職給付費用 35,150 41,944 

貸倒引当金繰入額 7,620 6,361 

その他 2,180,345 2,234,457 

販売費及び一般管理費合計 4,647,096 4,841,450 

営業利益 2,086,214 1,873,696 

営業外収益    

受取利息 2,218 3,635 

受取配当金 13,022 16,733 

投資有価証券売却益 102,601 - 

受取賃貸料 196,528 166,141 

その他 19,093 36,436 

営業外収益合計 333,464 222,947 

営業外費用    

支払利息 9,600 3,948 

賃貸費用 209,628 160,011 

その他 21,796 45,534 

営業外費用合計 241,025 209,494 

経常利益 2,178,652 1,887,149 

特別利益    

固定資産売却益 14,210 1,548 

特別利益合計 14,210 1,548 

特別損失    

事業整理損失引当金繰入額 330,000 - 

減損損失 111,385 97,237 

その他 12,574 2,997 

特別損失合計 453,960 100,235 

税金等調整前四半期純利益 1,738,903 1,788,462 

法人税、住民税及び事業税 774,692 683,101 

法人税等調整額 △147,186 24,689 

法人税等合計 627,506 707,790 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,111,396 1,080,671 

少数株主利益 51,039 67,719 

四半期純利益 1,060,357 1,012,952 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 1,111,396 1,080,671 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △28,982 △68,751 

為替換算調整勘定 － 34 

その他の包括利益合計 △28,982 △68,717 

四半期包括利益 1,082,413 1,011,954 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,031,178 943,166 

少数株主に係る四半期包括利益 51,235 68,787 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年９月30日まで）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  教育事業 

教育ソリュー
ション事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 16,740,797 2,883,485 19,624,283 658,394 20,282,678 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

11,220 763,334 774,555 753,605 1,528,161 

計 16,752,018 3,646,820 20,398,839 1,412,000 21,810,840 

セグメント利益 2,736,148 278,332 3,014,480 6,873 3,021,354 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷事業等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 3,014,480 

「その他」の区分の利益 6,873 

セグメント間取引消去 47,688 

全社費用（注） △982,828 

四半期連結損益計算書の営業利益 2,086,214 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年９月30日まで）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注） 

合計 
  教育事業 

教育ソリューシ
ョン事業 

計 

売上高          

外部顧客への売上高 16,836,495 2,831,589 19,668,084 721,052 20,389,137 

セグメント間の内部売上高 

又は振替高 
9,764 723,210 732,974 703,264 1,436,239 

計 16,846,259 3,554,800 20,401,059 1,424,317 21,825,377 

セグメント利益 2,479,327 294,308 2,773,636 9,626 2,783,263 

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷事業等であります。

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 2,773,636 

「その他」の区分の利益 9,626 

セグメント間取引消去 55,093 

全社費用（注） △964,660 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,873,696 

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 

- 10 -

栄光ホールディングス㈱(6053)　平成27年３月期　第２四半期決算短信　　　　


